




は
じ
め
に

　
本
編
で
は
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
の
お
よ
そ
十
余
年
に
わ
た
る
兵
庫
県
の
歩
み
を
た
ど
る
。

金か
な
井い

元も
と
彦ひ

こ
―
坂さ

か
井い

時と
き
忠た

だ
両
知
事
の
時
代
に
あ
た
る
が
、
大
き
く
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
教
育
等
の
五
つ
の
分
野
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
来
る
県
の
姿
を
全
七
章
で
み
て
み
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
は
、「
黄
金
の
六
〇
年
代
（golden sixties

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
の
記
憶
と
と
も

に
思
い
出
さ
れ
る
。
人
々
は
経
済
成
長
に
専
心
し
、
日
本
経
済
、
日
本
の
社
会
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
は
大
き
く
姿
を
変
え

た
。
昭
和
三
十
九
年
に
開
か
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
の
復
興
と
発
展
を
世
界
に
示
し
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
決

定
づ
け
る
祭
典
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
工
業
化
・
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
物
価
上
昇
、
大
都
市
の
過
密
と
農
村
の
過
疎
、

公
害
な
ど
様
々
な
ひ
ず
み
が
現
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
、
池い
け
田だ

勇は
や
人と

に
代
わ
っ
て
首
相
と
な
っ
た
佐さ

藤と
う
栄え

い
作さ

く
は
、
基
本
的
に
成
長
路
線
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

経
済
開
発
が
生
み
出
し
た
ひ
ず
み
の
是
正
を
目
指
し
て
「
社
会
開
発
」
を
掲
げ
た
。
公
害
に
対
し
て
は
、
四
十
二
年
に
公
害
対

策
基
本
法
を
制
定
し
、
経
済
の
健
全
な
発
展
と
の
調
和
を
う
た
っ
た
。
同
年
に
美み

濃の

部べ

亮り
ょ
う
吉き

ち
が
「
東
京
に
青
空
を
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
東
京
都
知
事
に
当
選
し
た
。
美
濃
部
ら
革
新
自
治
体
は
、
住
民
と
の
対
話
を
通
し
て
、
老
人
医
療
費
の
無
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料
化
な
ど
福
祉
で
、
そ
し
て
厳
し
い
環
境
政
策
で
人
々
の
不
満
を
す
く
い
上
げ
、
地
方
の
み
な
ら
ず
中
央
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
く
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
「
四
十
年
不
況
」
を
乗
り
切
る
と
、
日
本
は
以
後
昭
和
四
十
五
年
ま
で
続
い
た
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
に

沸
い
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
明
治
百
年
を
迎
え
た
日
本
は
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
が
資
本
主
義
諸
国
の
中
で
ア
メ
リ
カ
に

次
ぐ
第
二
位
と
な
っ
た
。
大
学
紛
争
が
全
国
を
席
巻
し
て
い
た
頃
、
四
十
四
年
に
は
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
（
新
全
総
）
が

発
表
さ
れ
た
。
高
福
祉
社
会
を
目
指
し
、
豊
か
な
環
境
を
創
造
す
る
と
し
た
も
の
の
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
、
新
幹
線・

高
速
道
路
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
成
長
を
前
提
と
し
た
基
調
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
四
十
五
年
に
は
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
、
高
度
経
済
成
長
の
最
後
の
花
を
咲

か
せ
る
。
し
か
し
、
翌
四
十
六
年
夏
、
日
本
は
、
米
中
頭
越
し
接
近
、
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
、
国
際
政
治
経
済
を
揺
る
が

す
二
つ
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
敗
戦
か
ら
四
半
世
紀
足
ら
ず
で
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
は
、
こ
の
の

ち
、
国
際
化
と
自
由
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
四
十
七
年
六
月
、
佐
藤
が
沖
縄
返
還
を
花
道
に
退
陣
し
、
田た

中な
か
角か

く
栄え

い
内
閣
が
誕
生
し
た
。
九
月
に
は
日
中
国
交
正
常
化
が
実

現
し
、
三
カ
月
足
ら
ず
で
沖
縄
に
次
い
で
戦
後
の
負
の
遺
産
に
け
り
が
つ
け
ら
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
与
野
党
伯
仲
状
況
の

中
、
田
中
角
栄
、
三み

木き

武た
け

夫お

、
福ふ

く
田だ

赳た
け

夫お

、
大お

お
平ひ

ら
正ま

さ
芳よ

し
の
い
わ
ゆ
る
「
三
角
大
福
」
の
政
権
を
め
ぐ
る
争
い
に
彩
ら
れ
た
。

　
続
い
て
田
中
は
列
島
改
造
と
「
福
祉
元
年
」
を
掲
げ
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
・
五
万
円
年
金
な
ど
を
約
し
、
四
十
八
年
度

予
算
で
積
極
財
政
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
列
島
改
造
が
招
い
た
地
価
・
物
価
の
高
騰
に
、
同
年
十
月
に
は
第
一
次
石
油
危

機
が
重
な
り
日
本
経
済
を
直
撃
し
た
。
二
け
た
の
物
価
上
昇
率
を
示
す
「
狂
乱
物
価
」
に
、
日
本
社
会
と
経
済
は
暗
転
し
た
。
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四
十
九
年
に
は
、
戦
後
初
め
て
実
質
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
、
成
長
の
時
代
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
政
府
は
公

定
歩
合
を
引
き
下
げ
、
本
四
架
橋
や
高
速
道
路
な
ど
の
公
共
事
業
を
中
止
す
る
総
需
要
抑
制
策
を
と
っ
た
。
不
況
に
よ
る
税
収

減
少
は
、
国
と
地
方
の
財
政
赤
字
を
生
み
、
五
十
年
に
赤
字
国
債
発
行
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
国
債
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
く
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
五
十
二
年
に
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
が
出
さ
れ
、
安
定
成
長
の
下
「
定
住
構
想
」
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
地
域
の
活
性
化
が
う
た
わ
れ
た
が
、
そ
の
実
際
は
一
九
八
〇
年
代
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
兵
庫
県
は
、
し
ば
し
ば
日
本
の
縮
図
と
称
さ
れ
る
が
、
石
油
危
機
を
境
と
す
る
二
つ
の
時
代
を
ど
う
生
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
章
「
高
度
経
済
成
長
と
そ
の
終
焉
期
の
行
財
政
」
で
は
、二
つ
の
総
合
計
画
―
「
県
勢
振
興
計
画
」（
昭
和
四
十
一
年
策
定
）

と
続
く
「
二
一
世
紀
へ
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」（
昭
和
五
十
年
）
を
通
じ
て
、
金
井
―
坂
井
知
事
期
の
県
政
の
方
向
を
追
う
。

金
井
は
、
県
勢
振
興
計
画
で
全
国
総
合
開
発
計
画
・
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
に
い
う
経
済
開
発
と
社
会
開
発
を
有
機

的
な
つ
な
が
り
の
も
と
に
編
成
し
直
そ
う
と
し
た
。「
生
活
の
科
学
化
」
を
掲
げ
、
経
済
力
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
の
充
実
、
教

育
文
化
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
四
十
五
年
に
知
事
と
な
っ
た
坂
井
は
「
参
加
と
合
意
と
連
帯
に
よ
る
県

政
」
を
掲
げ
、「
緑
の
回
廊
計
画
」
で
経
済
と
文
化
・
環
境
を
統
合
し
、「
生
活
の
文
化
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
人
間
尊
重
・

福
祉
優
先
を
基
軸
と
し
た
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
文
化
社
会
の
構
築
」
を
基
本
目
標
に
据
え
た
。
二
人
と
も
、
生
活
を
キ
ー

タ
ー
ム
に
、
社
会
開
発
に
挑
み
、
県
民
生
活
に
即
し
た
福
祉
、
環
境
そ
し
て
文
化
を
優
先
し
た
県
づ
く
り
を
試
み
た
。

　
第
二
章
「
経
済
情
勢
の
変
化
と
迫
ら
れ
る
産
業
構
造
の
転
換
」
で
は
、
石
油
危
機
を
転
機
と
す
る
商
工
業
・
農
林
水
産
業
の

動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
鉄
鋼
・
造
船
等
の
重
工
業
を
中
心
に
、
播
州
織
や
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
ら
多
様
な
地
場
産
業
が
高

度
経
済
成
長
を
牽
引
し
、
戦
前
か
ら
の
蓄
積
を
持
つ
重
工
業
は
更
な
る
発
展
を
遂
げ
阪
神
・
播は
り

磨ま

地
域
を
確
固
た
る
工
業
地
帯

はじめに
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と
し
た
。
し
か
し
、
石
油
危
機
に
よ
り
、
兵
庫
県
の
経
済
は
深
刻
な
不
況
に
陥
り
反
転
す
る
。
一
方
で
ア
パ
レ
ル
産
業
、
ダ
イ

エ
ー
や
コ
ー
プ
な
ど
流
通
業
の
躍
進
が
見
ら
れ
た
。
農
業
で
は
、
米
不
足
か
ら
米
過
剰
時
代
へ
と
突
入
し
、
食
糧
管
理
会
計
の

赤
字
が
拡
大
す
る
中
、
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）
や
経
営
の
合
理
化
が
求
め
ら
れ
た
。
水
産
業
で
は
、
瀬
戸
内
海
漁
場
の
環
境

が
悪
化
す
る
中
、「
と
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
」
が
目
指
さ
れ
、
様
々
な
養
殖
漁
場
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
林
業

で
も
、「
緑
豊
か
な
山
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
人
工
造
林
事
業
等
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　
第
三
章
「
過
密
過
疎
と
均
衡
あ
る
県
土
基
盤
の
整
備
」
で
は
、
地
域
開
発
・
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
昭

和
四
十
年
代
前
半
、
大
阪
万
国
博
覧
会
を
前
に
、
兵
庫
県
で
は
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
、
新
幹
線

や
高
速
道
路
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
進
ん
だ
。
神
戸
・
阪
神
地
域
や
播
磨
地
域
沿
岸
部
で
は
埋
立
て
に
よ
る
港

湾
機
能
整
備
や
工
業
用
地
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
明
石
舞
子
団
地
に
始
ま
る
郊
外
住
宅
開
発
や
芦
屋
浜
・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

な
ど
臨
海
部
に
お
け
る
埋
立
て
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
も
進
ん
だ
。
一
九
六
〇
年
代
、
県
内
で
は
神
戸
・
阪
神
地
域
及
び

東
播
磨
沿
岸
地
域
の
人
口
急
増
と
、
但た
じ
ま馬

・
丹
波
・
淡
路
地
域
や
西
播
磨
内
陸
地
域
の
人
口
社
会
減
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
地

域
格
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
自
動
車
道
を
軸
と
す
る
「
緑
の
回
廊
」
構
想
で
開
発
と
環
境
の
調
和
を
求
め
、
さ
ら
に

は
阪
神
・
播
磨
・
但
馬
・
丹
波
・
淡
路
五
国
の
広
域
生
活
圏
構
想
が
作
ら
れ
た
。

　
緑
地
保
全
・
景
観
保
全
の
た
め
の
様
々
な
取
組
が
始
ま
り
、
工
業
化
・
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
水
不
足
に
対
し
猪
名
川
・
東

播
・
西
播
な
ど
の
県
水
道
用
水
供
給
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
広
域
的
・
効
率
的
な
下
水
処
理
を
目
指
す
流
域
下
水
道
事
業
も
進

め
ら
れ
た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
各
地
の
距
離
を
近
づ
け
た
が
、
道
路
整
備
が
追
い
つ
か
ず
交
通
戦
争
・
騒
音
公
害
を
生

み
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
が
ま
だ
人
々
の
足
を
つ
と
め
て
い
た
が
都
市
化
は
通
勤
地
獄
を
も
た
ら
し
た
。
治
山
治
水
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事
業
も
進
め
ら
れ
た
が
、、
昭
和
四
十
二
年
七
月
豪
雨
や
五
十
一
年
台
風
第
一
七
号
で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
第
四
章
「
深
刻
化
す
る
公
害
へ
の
対
処
と
自
然
環
境
保
護
」
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
赤
潮
の
発
生
に
み
る
大
気
汚
染
や
水

質
汚
濁
な
ど
様
々
な
公
害
へ
の
対
応
を
追
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
四
十
年
に
、
国
の
公
害
対
策
基
本
法
よ
り
早
く
公

害
防
止
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
後
も
Ｐ
Ｃ
Ｂ
規
制
、
公
害
防
止
協
定
、
自
然
保
護
条
例
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
公

害
に
反
対
す
る
住
民
運
動
か
ら
生
ま
れ
た
「
入
浜
権
」
や
「
環
境
権
」
な
ど
の
概
念
は
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
公
害
反
対

運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
第
五
章
「
大
衆
消
費
社
会
と
生
活
の
文
化
化
」
で
は
、
社
会
開
発
の
側
面
か
ら
市
民
生
活
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
々
社
会
の

在
り
方
を
み
る
。
兵
庫
県
で
は
、
金
井
知
事
の
い
う
「
生
活
の
科
学
化
」
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
全
国
初
の
生
活
科

学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
消
費
者
行
政
の
先
端
を
切
る
。
ま
た
兵
庫
県
が
始
め
た
、
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
を
財
源
と
す
る
、

ユ
ニ
ー
ク
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
―
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
目
的
施
設
の
整
備
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で

あ
っ
た
。

　
文
化
面
で
は
、
兵
庫
県
民
会
館
、
県
立
近
代
美
術
館
、
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
な
ど
様
々
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、
生
活
文
化

を
地
域
の
特
色
あ
る
魅
力
づ
く
り
と
密
接
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
県
立
ス
ポ
ー

ツ
会
館
な
ど
の
施
設
整
備
と
六
甲
山
マ
ラ
ソ
ン
に
始
ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
で
も
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
県
立
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
な
ど
施
設
整
備
も
進
ん
だ
。

　
海
外
の
自
治
体
と
の
交
流
も
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
活
発
化
し
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
日
中
国
交
正
常
化
を
受
け
て
神
戸

市
と
天
津
市
と
の
間
の
友
好
都
市
提
携
が
な
さ
れ
た
。
四
十
六
年
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」
が
開
講
し
、
県
内
の
青
年
・
学
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生
の
世
界
各
地
で
の
交
流
の
途
が
開
か
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
で
は
六
四
二
二
万
人
が
集
ま
り
、
観

光
の
大
衆
化
の
始
ま
り
を
示
し
た
。

　
第
六
章
「
社
会
や
家
族
の
構
造
変
化
と
社
会
福
祉
の
展
開
」
で
は
、
成
人
病
対
策
や
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
、
様
々
な
難

病
の
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
医
療
施
設
も
、
県
立
病
院
の
増
改
築
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
開
設
、
県
内
の

病
院
に
新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
休
日
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
一
年

か
ら
「
不
幸
な
子
ど
も
の
生
ま
れ
な
い
運
動
」
が
始
ま
っ
た
が
、
障
害
者
団
体
か
ら
は
批
判
も
あ
っ
た
。

　
弱
者
あ
る
い
は
貧
困
の
解
決
に
向
け
て
、
生
活
保
護
や
福
祉
（
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
、
子
ど
も
、
母
子
・
父
子
）
の
拡
大
が
試

み
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
ま
た
、
県
政
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
同
和
対
策
事
業
は
、
同
和
行
政
に
お

け
る
混
乱
を
受
け
、
県
は
改
め
て
行
政
の
中
立
・
公
正
を
期
す
る
と
と
も
に
、
同
和
教
育
の
推
進
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　
第
七
章
「
教
育
の
量
的
拡
大
と
質
的
向
上
」
で
は
、
第
一
次
・
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
そ
し
て
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
を
受

け
て
、
学
校
の
新
増
設
が
都
市
部
と
そ
の
近
郊
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。
高
校
入
試
で
は
、
過
度
な
受
験
準
備
に
よ
る
弊
害
を

避
け
る
た
め
に
、
内
申
書
重
視
の
い
わ
ゆ
る
「
兵
庫
方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
中
堅
技
術
者
養
成
の
た
め
に
明
石
・
神
戸
に
二
つ

の
高
等
専
門
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
幼
児
教
育
の
普
及
や
障
害
児
教
育
と
養
護
学
校
の
義
務
化
が
進
め
ら
れ
た
。

　
社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
を
中
心
に
県
立
図
書
館
、
丹
波
・
淡
路
・
西
播
磨
の
三
つ
の
文
化
会
館
に
加
え
、
嬉
野
台
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
が
作
ら
れ
た
。
全
国
に
先
駆
け
て
高
齢
者
の
学
び
の
場
と
し
て
、
い
な
み
野
学
園
を
開
設

し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
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	第一編はじめに

